
＜提出先：企画財政課契約入札係（市役所２階⑫）＞

その他約款・仕様書で定める書類等については、直接発注担当者へ提出してください。

④選任した技術者について、他工事があるため、兼務申請書類を添付している。

※兼務申請書には兼務させようとする工事の施工箇所及び工事概要がわかる書面（位置図、工事設計書等）を添付している。

現場代理人及び

主任（監理）技

術者選任届

【工事】契約書類提出時チェックシート  　 【商号又は名称】

②雇用関係がわかる書類のコピーを添付している。

※保険証の写しの場合、「被保険者等記号・番号」、「保険者番号」をマスキングしてある。

※現場代理人と主任技術者が同一でない場合、2人分の書類を添付している。

③選任した技術者については、現在、他に従事している工事はない。

分別解体

の方法

該当する工事の場合は必要な項目、金額を記載し、添付している。

※該当なしの場合は、余白に「該当なし」と記載し、添付している。

建設工事

請負契約

書

（市ホー

ムページ

からダウ

ンロード

済）

経歴書

契約保証 請負代金500万円以上の場合、契約保証の書類を添付している。

免税事業者

届出書
課税期間は契約日を含む事業年度となっており、本社の代表者記名押印がある。(免税事業者のみ提出）

書類名

①資格者証のコピーを添付している。

※実務経験のみの場合は、経審提出時の「技術職員名簿」のコピーを添付している。

現場代理人と主任技術者が同一人物でない場合、2人分の経歴書を添付している。

工事約款 市ホームページからダウンロードした最新の「野々市市建設工事標準請負契約約款」を添付している。

契

約

書

（

袋

と

じ

）

2

部

⑪文字、条項等の加入、削除、訂正をする必要がある場合は、適切に訂正している。

※訂正等箇所を2線で見え消しし、その右側又は上部に正書している。

※契約書上部余白に、「第○条削除」、「○字削除、○字加入」等と訂正内容を記載し、訂正印（契約権限者印）を押印して

いる。

➇受注者住所氏名は、野々市市と契約権限のある代表者又は代理人（契約権限を代表者から委任されている場合）のものと

なっており、使用印鑑も市へ登録済のものである。

⑨契約書2部のうち1部に貼付する印紙税額（国税庁ホームページで確認済）は正しく、印紙にかかるように割印をしている。

⑩袋とじの場合、最終頁ののり付け部分に割印をしている。

⑤部分払回数は、対象となる場合に正しい回数を記入している。

※該当しない場合、「ー」線を引いてある。

⑥請負代金500万円以上の場合の、契約保証金額の記載方法は正しい。

（契約保証の種類により契約書の記載方法が異なるので注意）

※500万円未満で該当しない場合、

　「免除」と記載してある。

⑦契約日は、落札決定の通知をした日を含め5日以内（土日祝日を除く）の提出日となっている。

③前払金額は請求の有無にかかわらず、請負代金200万円以上の場合に請負代金の40％以内（10万円未満切捨）となってい

る。

※該当しない場合、「ー」線を引いてある。

④中間前払金額は請求の有無にかかわらず、前払金対象工事の請負代金の20％以内（10万円未満切捨）となっている。

※該当しない場合、「ー」線を引いてある。

①工事名、工事場所、工期は入札公告・指名通知書・設計図書等で示されたものと一致している。

②請負代金額は消費税込みの金額になっている。また、請負代金額に含まれる消費税の額は正しい。

※免税事業者の場合、消費税の額の記載を削除している。

必要事項が記入されているか、添付書類は揃っているかなど事前にチェックし、契約書と一緒に提出してください。

受注者 発注者

チェック欄
確認事項

契約保証の種類 記載方法

現金 納付済の金額

東日本建設業の保証書 保証書の保証金額に記載の金額

銀行の保証書 保証書の保証金額に記載の金額

履行保証保険 免除

公共工事履行保険証券

（履行ボンド）
免除


